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斜面崩壊分布

地理院地図より
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周囲の崩壊もたぶん同じ構造
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一見泥岩表面にすべり面ができている
ように見えるが

良く見ると

残留する崩土の下には細粒軽石

泥岩

軽石

幌内川流域の地形

遷急線

主谷の急斜面にもTa‐dが堆積
（遷急線でTa‐dが急激に曲がっている。



泥岩が露出

幌内川（と周辺一帯）の地形の履歴

•谷の形成
•谷中谷と遷急線の形成
• Ta-dの降下(9000年前）

遷急線

すべりはシート状
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吉野南
黄灰色の粘土質
な部分は軽石の
風化部

崩土

泥岩

崩土の下には軽石がある

一見すべり面は泥岩表面の様に見える

違う



泥岩 泥岩

泥岩と崩土の間に軽石 吉野 吉野の多数の崩壊も，おそら
くTa‐d基底にすべり面を持っ
ている
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幌内川岩盤すべりと河道閉塞

約1km

河道閉塞部 堰止湖



横方向に離れた大岩塊

層理面がほとんど上下にずれていない

層理面沿いの岩盤すべり

岩石は泥岩砂岩互層（稀に凝灰岩を伴う）

結論
• 少なくとも調査範囲内では，おそ
らく，崩壊のほとんどは，Ta-d（樽
前ｄ）基底部の細粒軽石（または，
それと火山灰土との混合物）の層
にすべり面を持つ。

• このすべり面形成層は，著しく風
化して極めて脆弱になっている。こ
れは，浸透水がTa-d基底に滞留し
て風化が進んだためと思われる。

• 調査域には，広く遷急線が分布し
ている。Ta-dは，その形成後に降
下したが，上方斜面に堆積した
Ta-dは，下部切断，あるいはそれ
に近い状態になった。

• これら２つの条件がこれだけ密集
した崩壊発生の主要因であったと
考える。

• 先行する1か月間の降雨が200㎜
を越えていたことも，一因と思われ
る（次ページ）

今回発生した流動的な崩壊性地すべりは，
2016年熊本地震を含めて，降下火砕物分布
地に従来多数発生してきたものと同様であ
る（千木良，2018，災害地質学ノート）。

地震前約1か月の先行降雨
（AMEDAS厚真）


